
令和６年度 キャリア教育指導者研修会
令和５年度・令和６年度新潟県教育委員会指定

アントレプレナーシップ教育推進モデル事業 実践報告

＜実践校＞ 三条市立第二中学校



学校の概要

◯生徒数 ２９２人
（特別支援１７人）
◯学級数 １３学級
（特別支援 ３学級）

小中一貫教育
一ノ木戸ポプラ学園

一ノ木戸小学校

＜生徒の状況＞

社会性が低い 異年齢との交流により育成

地域とともにつくるキャリア教育
（基礎的・汎用的な能力の育成）



１ 二中のキャリア教育

二中のキャリア教育
総合的な学習の時間を軸

≪二中の教育ミッション≫

「これからの社会に生き、共によりよい社会を
創りだすことができる人づくり」

○系統的な… 育てたい力を明確にし、3年間で育成

○持続可能な… 大枠を固定し、誰でも実施可能な取組

○地域と連携した… 豊かな資源（ヒト、モノ）の活用

○全教育活動を通じた… 育てたい力の育成に向けた授業改善

総合的な学習＝１年「知る」２年「学ぶ」３年「考える」

人が代わろうが、継続した仕組や内容、つながり

三条市の目指す子ども像「『ふるさと三条』を愛し、誇りに思う子ども」

三条市「授業スタンダード」に基づく授業



キャリア教育に、

 アントレプレナーシップ教育の視点を取り入れる。
 キャリア教育を、

アントレプレナーシップ教育の視点で見直す。

「何か新しいことを行うのではない」＜職員確認事項＞

２ 二中のアントレプレナーシップ教育

令和５年度「アントレプレナーシップ教育推進モデル事業」実践校に。

≠起業家を育成するためだけのビジネス教育

起業家精神に学ぶ教育

様々な社会変化の中で、

主体性をもって課題に挑む人材を育成

アントレプレナーシップ教育の捉え

起業家的なマインド、起業家的な資質・能力



２ 二中のアントレプレナーシップ教育

≪実践テーマ≫

ふるさとを愛し、よりよい社会づくりに
      主体的・協働的に参画する生徒の育成
～地域のよさを生かした、地域とともにつくる課題解決型学習を通して～

○地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働的
に取り組み、互いのよさを生かし、よりよい社会をつくるために
自ら参画しようとする態度を育成する。

○主に総合的な学習の時間において、課題解決型の取組を３年間系
統立てた計画で実践する。

課題発見・課題解決

発表する、提供する

チームで、仲間と共に

好奇心・探求主体性

創造性

チャレンジ精神

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

判断力・決断力

実行力

表現力
チームワーク力



１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年

課題解決力

＠ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ
＠各課題
＠PR動画

ふるさと三条

（郷土愛） 職業講話 職業学習 地域学習

＠幸せﾌﾟﾗﾝ

与えられた課題 課題発見課題発見力

課題解決研修

≪キャリア教育・アントレプレナーシップ教育≫

「知る」 「学ぶ」 「考える」

２ 二中のアントレプレナーシップ教育



１年生 職業学習≪職業講話≫

県央地区より複数の事業所の方をお招きして
の職業講話。その後、各事業所のキャッチコ
ピーを考え、提案。

※今年度は、８事業所（三条市商工会議所を通して依頼）

○仕事を知るとともに、働くことの意義を知
る。

○情報収集・活用能力や創造力を働かせ、表
現力を学び、主体的に課題に向け取り組む。

３ 各学年の実践



≪指導の流れ≫

１学期末 職業学習ガイダンス
夏休み 職業調べ

（身近な人の職業、興味のある職業）
２学期 アントレ・スタート研修（講演会）

職業学習① 「働くことの意義」
職業学習② 「職業講話」①事前学習
職業学習③ 「職業講話」②講話
職業学習④ 「各事業所のキャッチ

コピー」を考え、提案

「知る」＝職業を知る、地域を知る

１年生 職業学習≪職業講話≫

３ 各学年の実践



≪アントレ・スタート研修≫

（株）ＴＲＥＥ 中川 裕稀 様
「やってみたいをカタチに」

１年生 職業学習≪職業講話≫

３ 各学年の実践

≪職業講話≫

県央地区より複数の事業所の方を
お招きしての職業講話



キャッチコピーを考え、提案しよう！

３ 各学年の実践

１年生 職業学習≪職業講話≫

庭の彩りは 生活の彩り
造園業のキャッチコピー

働くという学び
建築事務所のキャッチフレーズ

会話が楽しい果物屋さん
果物屋のキャッチフレーズ

支えよう影から 人生あなたのもの
保険業のキャッチフレーズ

挑戦と餞の心を持って前向きに 飲食業のキャッチフレーズ



三条市内の事業所を訪問し、職場見学やお話
を聞いた後、提示された『課題』の解決策と
ＰＲ動画を制作し、提案

※今年度は、８事業所（三条市商工会議所を通して依頼）

○社会参画への意欲を高める。
○情報活用能力、プレゼン等の情報発信能力
を学び、チームとして主体的に課題解決に
向けた探究活動に取り組む力を身に付ける。

２年生 課題解決型職業学習

３ 各学年の実践



２年生 課題解決型職業学習

≪指導の流れ≫

１学期 地域学習（地域の魅力発見）

アントレ・スタート研修（講演会）

課題解決型職業学習①
事業所訪問
（職業体験、説明、課題提示）

２学期 課題解決型職業学習②、③

解決案の検討・協議、PR動画制作
解決案の中間発表・指導
解決案提案・ＰＲ動画発表

「学ぶ」＝職業を学ぶ、地域（の魅力）を学ぶ

３ 各学年の実践



≪アントレ・スタート研修≫

新潟マイプロジェクト
宮崎 芳史 様

「やりたいを形にする方法」

２年生 課題解決型職業学習

３ 各学年の実践

≪事業所訪問と事業所からの課題≫

＜事業所からの課題＞ 学校や家庭にあったらいいなと思う
新しい製品の提案



２ 学年のキャリア教育・アントレプレナーシップ教育

２年生 課題解決型職業学習

≪解決案とＰＲ動画の提案≫

３ 各学年の実践

≪ＰＲ動画≫



２ 学年のキャリア教育・アントレプレナーシップ教育

≪解決案のプレゼン≫

３ 各学年の実践



三条市について、実際にリサーチした結果な
どから課題を見つけ、事業計画「三条市幸せ
プラン」を作成し、提案

○他者と協働しながら、創造力を持って自
分たちにできることを考える。

○困難に対してもチャレンジ精神を持って
主体的に考え行動し、よりよい社会をつ
くろうとする問題解決能力を向上させる。

３年生 課題解決型地域学習

３ 各学年の実践



３年生 課題解決型地域学習

≪指導の流れ≫

１学期 地域学習ガイダンス①
地域学習スタート研修（講演会）

夏休み リサーチ、課題発見
２学期 地域学習ガイダンス②、会社のしくみ

三条市の魅力・課題について協議

アントレ・スタート研修（講演会）
「幸せプラン」を考える
「幸せプラン」中間指導会
「幸せプラン」再検討
「幸せプラン」発表プレゼン・模擬投資

「考える」＝生き方を考える、地域（社会）を考える

３ 各学年の実践



≪地域学習スタート研修≫

三ツ目株式会社 澤 正史 様
「ジブンでつくる、

ジブンたちの未来」

３ 各学年の実践

３年生 課題解決型地域学習

≪アントレ・スタート研修≫

株式会社RePlayce
     柴田 亜由美 様
「これからの時代に必要な
   力と課題解決の考え方」



≪幸せプランを考える≫

３ 各学年の実践

３年生 課題解決型地域学習

≪幸せプラン 中間指導会≫

≪幸せプラン 再検討≫ ≪再検討（現地取材）≫



≪幸せプラン≫

３ 各学年の実践

３年生 課題解決型地域学習



≪幸せプラン 発表・模擬投資≫

３ 各学年の実践

３年生 課題解決型地域学習



４ 成果と課題

役立つ どちらかと
いうと役立
つ

どちらかと
いうと役立
たない

役立たない

今までの総合の学習は、これからの将来にお
いて役立つと思いますか？

１年 56.3 35.2 5.6 2.8 

２年 69.2 29.8 1.0 0.0 

３年 61.0 33.8 5.2 0.0 

（１）成果 ①生徒の評価

＜総合の学びにおいてもっとも伸ばすことができた力は何か＞

＜３年生＞ ○協力する力 ○考える力 ○行動する力 ○伝える力 ○創造力

＜２年生＞ ○考える力 ○協力する力 ○行動する力 ○挑戦する力

＜１年生＞ ○協力する力 ○考える力 ○伝える力（発表力） ○行動する力

＜総合的な学習の時間の活動について（感想）＞

＜１年生＞
○自分の課題を見つけてその課題を改善したり、仲間の意見を受け入れられる様に

なったのでとてもためになりました。
○様々な場所に行って何かを体験したり今はあまり意識はしていないけれど仕事がど

んなものかというのがある程度わかったから将来絶対に仕事につくから総合でした
ことを活かしてやっていきたい。

○課題を解決するために、しっかり話を聞いたりした。質問を考えたりして積極的に
やった。難しいところもあったけれどしっかりやり切ることが出来た。



４ 成果と課題

（１）成果 ①生徒の評価

＜総合的な学習の時間の活動について（感想）＞

＜３年生＞
○様々な課題を見つけてその課題を解決することで、社会に出てからも活用できる力

をつけることができ、また様々なところで積極的に活動することができてよかった。
○課題を見つけて、解決案を考えて、解決することはとても大切だと思うので、総合

の活動を活かして大人になったときなどに活かしていきたい。
○人に伝えることや事業を考えることの大変さや難しさが分かった。大変だったがこ

んな事はあまりできないことなのでとてもいい機会だった。
○様々な活動を通して、スライドなどのツールをうまく使えるようになった。また、

班のメンバーと意見を出し合ってまとまったものを、ブラッシュアップしていく作
業を効率的に行えるようになった。

＜２年生＞
○普段の授業では学べないような学びができてとても良い。例えば人と関わることが

多くなるのでコミュニケーションのことを学べてそれを活かして新たな発見が多く
なることが有る。

○自分たちで決めることが多い活動だったから、その分自分の行動に自身を少し持て
るようになったので良かった。

○総合の課題に取り組むことは、どれも将来に繋がることだと思いました。自分のア
イデアを積極的に出せるようにしたいです。

○班活動など自分と違う意見を持った人と協力し取り組むことで今まで自分にはな
かった考え方を持てるようになるので良いと思います。



４ 成果と課題

（１）成果 ②教職員の評価

○明らかに、課題を解決する力はついてきたと思う。こちらが考えている以上、また
は、想像しないような考えが出てびっくりしている。

○発表の力は確実についてきたと感じる。画像（映像）アプリを十分に使いこなして
の発表はよくできた。

○３年間を系統立てたカリキュラムは、育成したいと力を身に付けさせる上では効果
的であったと感じる。

○メンター的に指導者がいてくださったので、大変助かった。さらにその人数が増え
ると、内容がもっと充実すると考える。（３年生）

●担当職員の負担感は大きいと思う。
●特に外部の指導者や事業所との打ち合わせについては、時間が限られており、十分

できず失礼だと感じた。（２年生）
●自分たちが作ったプランは、「どうせ実現するものではないのだろう」と、意欲の

高まらない生徒もいた。できれば、どこか事前に提案できるところがあると、さら
に深まりのある内容になるのではないか。（３年生）



４ 成果と課題

（２）課題と今後

持続可能な取組
「人」「もの」「こと（お金）」

○指導者の確保
令和6年度：（１年）中川 祐稀 様（２年）宮崎 芳史 様（３年）澤 正史 様・柴田 亜由美 様

主に、講演会・研修会の講師だったが…

講演会・研修会以外の学習活動の折に、メンター的に複数の指導者が必要

○事業者の確保
令和6年度：（１年生）8カ所 （２年生）８カ所

商工会議所に依頼して紹介…

商工会議所を窓口に継続。さらに新たな人材バンク的な組織の構築が必要

○財源の確保 令和6年度：アントレプレナーシップ教育補助金：25万円

主に人件費。今年度は補助金が…

「特色ある教育活動」予算による活動

人

も
の
（
金
）

こ
と



４ 成果と課題

（２）課題と今後

持続可能な取組
活動組織の見直し・再構築

令和６年度組織

○校内における組織

・方針、取組の検討確認は？

○校外における組織
・各所の担当者が交代？

・恒常的組織の必要性？

○校内・校外組織の
連携

・年度初め等に合同会議の
必要性？

↓
職員の負担は？



４ 成果と課題

（２）課題と今後

持続可能な取組
職員の意識、負担感

○人が代わっても出来る組織・取組
   の構築が必要性？

○職員の活動へのモチベーションは？

○職員の知識・技術の習得は？

○職員の負担感を軽減するには？

外部組織との連携

小中一貫教育 …小学校との関わりは？
小中連携で出来ることは？

市教育委員会 …指導・助言の可能性？
必要な人材の斡旋・

                            紹介は？



これからの社会に生き
共によりよい社会を

創り出すことができる人

ご清聴、ありがとうございました。
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